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1. 虫歯の発生機序

鳥取大医療技術短大笠木 健

虫歯(繭歯)は連鎖球菌 Strettococcusmutans 

が産する駿lとより，歯が脱灰されて破壊する疾患であ

る.すなわち，乙の菌が菌体外へ分泌する酵系の一つ

であるグノレコシルトランスフエラーゼ (GT-ase)が

ショ糖から α1-6結合に富んだ水溶性多糖体(グノレカ

ン〉と， α1-6結合lζα1-3結合が混合した不溶性グノレ

カンを合成する.不溶性クツレカンは，非常に粘性及び

粘着性が高く， S. mutansを始め多種の細菌類をこ

の中l乙棲息させて閣議即ちi釘掘を形成する.歯堀内で

はグノレカンや遊離のブドウ総からの解糖系の反応で，

乳酸等の酸性物質が生成されてエナメル質，象牙質の

主成分であるハイドロキシアパタイトを溶解し，歯が

崩壊される.虫歯を予防するためには，従来， ① S. 

mutansの除外(歯磨，うがい)， ②ショ糖の不使

用(人工甘味料等)， ③丈夫な歯作り(フッ系塗布

等)があげられるが，いずれも長短があることから，

我々はζれらの予防手段の概念にとらわれない方法，

即ち不溶性クツレカンの合成を抑制する植物配機体の活

性について研究を行なっている.


